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　　　魚眼カ メ ラに よる空撮画像を用 い た

　　災害時の 被害状況把握シ ス テ ム の 開発
Dcvelopment　ofa 　disaster　darnage　monitoring 　system 　using 　an 　aerial 　image

　　　　　　　　　　　　 by　a 　fish−eye 　camera
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1．は じめに

　災害が発生 した場合広範囲の 被害状況 を迅速 に把 握 す る事

は支 援活 動 上 きわ め て 重 要で あ る．そ こで ，先行研 究 ［1］で は

ラジ コ ン
・ヘ リ コ プ タか ら魚 眼カ メ ラ （魚 眼 レ ン ズ を装着 し

た カ メ ラ）で 空 撮を 行 う事 で ，迅 速 な広 範 囲 の 情景 把 握 を可

能 にす るシ ス テム （図 1） の 提 案が な され た，し か し，こ の

シ ス テ ム で 使用 して い る m カメ ラで は魚 眼画像 の 上 下 部分

に 画像 が切れ て しま っ て い る領域（ケ ラ レ ）が多く存在 し，画

像情報を十分に利用す る事が で きない ，そ こ で 新た に ， 縦横

比 4：3 の 高精細デ ィ ジ タル カ メ ラを使用 し，さ らに 投影方式

の 改善 と処理 速度の 高速化 を行 う．以 下 ， 変 換処 理 時間 と通

信 速度 に 関す る 実験結 果 に つ い て 述べ る ．
　 　 　 　 ラジb ン ・ヘリコプタ

利
用
者

　 　 　 　 　 撮影　　　　　　　　　　　　　　に変換

　　　　　　　　　図 1 シ ス テ ム 撫成

2．方法
本稿で 使 用す る カ メ ラ は Grasshopper（PointGTeyResearch 　i±

製，1600x1200 画 素，　 RAW8 ，フ レ ーム レ ート 30fps）で あ る．

HD カ メ ラ で の ケ ラ レ が魚 眼画像 の 約 11％だ っ た の に 対 し，
こ の カ メ ラ で は 約 4％ に減少す る（図 2）．画 像の 取 得 に は

Lenovo社 製 の Thinkpad 　T400 を使 用す る．投影方式 に 関し て

は，先行研究［llで は ケ ラ レ の 影 響が大 き か っ た た め，画 像 の

左 右方 向 に 対す る 3 面デ ィ ス プ レ イ 投 影方 式 を採 用 し て い た

が，本 稿で は上 下左 右方 向 に対 す る 6 面デ ィ ス プ レ イ 投影方

式 を 採用 する．また，投影 を行 うプ ロ グ ラム を，イ ン ライ ン

ア セ ン ブ ラ を用 い て記 述 す る事で，変換処理 の 高速化を図る ．

実験方法に っ い て は，カ メ ラか らの 画像 を PC で 取 得 し，そ

の 後変換 ・表 示 を行い フ レ
ー

ム レ
ー

トを測定 する．ま た，通

信実験 に関 して は実 際の 使 用 環境 に近 づ ける た め，カ メ ラ を

新 潟大 学情報理 工 棟 8F （高度 28．4m） に 設置 し，利 用者 側 の

pc は 正F 玄 関前 に設置 す る、通信 方法 は Windows の リモ
ー

トデ ス ク トッ プ機能 を用 い
， 受 信 した映 像 の フ レ ーム レ ート

を測 定す る．

3．結果

　表示 した 透視投影画 像を図 3 に 示 す．ま た，画像作成時間

とフ レ ーム レ
ー

トを表 1 に 示す．イ ン ライ ン ア セ ン ブ ラ を 用

い た場合，画像作成時間は約 1！5 に減 少 し，フ レ
ー

ム レ ート

は約 2．2 倍 に増加 した ．ま た ，通信実 験 で は，利 用 者側 で 変

換後の 画像を約 1fPsで 再 生 する事 が で きた，

図 3 衰示圏橡

表 1 イ ン ライ ン アセ ン ブラ を使 用 した矯 合 の 比較

　　　　　　　使用 し ない 場合　　　使用 し た場合

画像作 成時間

フ レ
ー

ム レ
ー

ト

約 69ms

約 10fPs

約 14ms

約 22奪）s

tanrm
−
’T’

4．考察 ・ ま とめ

　災 害 時 の 被 害状 況把 握 を 目的 とした魚 眼 カメ ラ によ る空撮

画像 の 掲示 方 法，変換処 理 時間お よび 通信 速 度 に っ い て 検 討

した ．そ の 結果，ケ ラ レ の 減少 とそ れ に 合わせ た投影方 式の

採用 に よ り広範 囲の 透 視 投影 画像 を取 得 す る事 が で きた．処

理 時間に っ い て は イ ン ラ イ ン ア セ ン ブ ラを用 い る事 で メモ リ

の 使 用 量 を減 少 させ ， 処 理 の 高速化 を実 現 した ．ま た，通 信

実験で は 1fPsで 透視投影画像 を再生 す る事 が で きた．こ こ で

は，リモ
ー

トデ ス ク トッ プ機 能 に よ りモ ニ タ 上 の 画像 を全 て

送信 した た め通信 容 量が 増 大 し た．そ こ で ，そ の 改善策 と し

て撮影 し た 魚眼画像の み を JPEG 等 に圧 縮 して か ら送信 す る

手 法 を現在検討 して い る．
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図 2 従来カ メ ラ（左）と本稿使用カメ ラ（右）

2010／3／16〜19 仙台市 　　　 648
（通信講演論文集 2 ）

Copyright◎ 20101EICE

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


